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研究目的（概略）
２硼化物 MgB2,AlB2,ZrB2,NbB2 等について、単結晶と放射光の偏光性を利用して、Ｂの
吸収端近傍でｘ線吸収分光と発光分光の偏光特性測定することにより、ボロンＢの２ｐ
状態について、ｐσ軌道とｐπ軌道の部分電子状態密度を導出する。
研究成果
MgB2 の超伝導発現機構の研究のため、MgB2 単結晶を用いて、Ｂの吸収端近傍でのＸ線吸
収分光と発光分光の偏光依存性を測定した。測定は、高エネルギー加速器研究機構放射
光研究施設のビームラインＢＬ－２ＣとＢＬ－１９Ｂ、で行われた。
吸収測定からは、Ｂの 2p 軌道の非占有状態が、また発光測定からは、2p 軌道の占有状
態の知見が得られた。さらに、直線偏光した放射光の電場ベクトルを、単結晶試料のｃ
軸方向とｃ面方向に平行にして測定することにより、Ｂの 2p バンドを pσ軌道と pπ軌道
に分離して測定する事が出来た。図は、Ｂの 2p バンドの占有状態について pσ軌道と pπ
軌道に分離して測定した結果である。この結果は、理論的なバンド計算の結果とよく一
致していることが分かった。
AlB2（Ref 1）, ZrB2, NbB2, TaB2, CrB2の単結晶についても、測定が行われた。
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図 MgB2のボロン 2pの部分状態密度、●は pσ軌道,   ◯ は  pπ軌道。
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